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Ⅰ 農作物の被害防止対策 

１ 水 稲（育苗管理） 

(1)降雪による低温対策 

育苗ハウス内に、苗を搬入した場合は、二重トンネル等の保護資材を用い、ハウス

内の空気を対流させるろうそくや、石油ストーブ等で保温に努める。 

まだ、出芽器から苗を搬出していない場合は、育苗ハウスへの搬出を遅らせ、気温

が安定した後、搬出する方が良いが１～２日が限度である。 

 

２ 大 麦 

(1) 排水対策 

融雪水等による根腐れ等の湿害を防止するため、排水溝の手直しや排水口への繋ぎ

等の整備を行ない､速やかな排水に努める｡ 

(2) 追肥施用 

降雪により幼穂の伸長が停滞する可能性があるため、節間伸長期追肥の施用にあた

っては、必ず幼穂長を確認（７mm）し、適期（出穂前 25日頃）に施用する。 

 

３ 野菜・花き 

 (1)排水対策 

融雪時の排水対策として、湿害に弱い作目（ソラマメ、キャベツ、キク等）では排

水溝を準備する。 

 (2)凍霜害対策 

    施設野菜で凍霜害を受けやすい品目については、暖房機の設置や、内張ビニールに

よる２重トンネル、不織布の敷設などの準備を徹底する。 

 

４ 果 樹 

(1)降雪前の対策 

① 枝が混み合っていると着雪による枝折

れや枝裂けが発生しやすいので、降雪期

までに粗剪定を終えるよう心がける。 

② 太枝を中心に支柱立てや枝吊りを行う。

特に、発生角度の狭い枝は裂けやすいの

で、必ず補強する。また、幼木ではワラ

巻き等によって、積雪層との間をあける。 

(2)降雪中の対策 

① 枝上の積雪が５０㎝以上になると被害

が発生しやすいので、降雪量を見ながら

着雪の払い落としを行う。 

(3)被害回復対策 

① 主枝裂開部はナイフで削り取りボルト

締め、あるいはカスガイ打ち、若木の場 

平棚部分が雪の重みで潰れ、 

主幹の主枝分岐部が裂開（上）、 

事後対策実施後（下） 
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合は針金で締める等により接合して癒合を図る。傷口に水が入らないよう接合部

には殺菌塗布剤を塗布するとともに、癒合するまでは支柱などで支持補強する。 

② 枝の欠損部は傷口を平らに削った後、殺菌塗布剤を塗って枯れ込みを防ぐ。 

③ 裂開した枝では、側枝や結果枝の数を減らして着果負担を軽くする。 

 

 

Ⅱ 栽培施設の被害防止対策 

１ パイプハウス 

 (1)全般 

   冬期に作付けのないハウスは、必ずビニールを撤去する。 

(2)降雪前対策 

① ハウスは、筋かい、中柱等で補強する。その際、ハウスが降雪後にねじれないよ

うに補強は左右対称とする。 

② 隣棟との間隔が狭いとき（間口の１/２以下）は、１棟おきにビニールフイルムを

はずし、雪の堆積場とする。 

③ 連棟ハウス（特に雨どい付き）は倒壊の危険が大きいので、支柱等の補強を徹底

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 側壁に堆積した雪を融雪するため、できるだけ高い位置（ハウスの肩付近など雪

に埋もれない位置）に散水パイプを設置する。散水施設を設置できない場合は、

本圃に使うかん水チューブを堆積した雪の上にセットできるように準備する。 

⑤ 強風の場合にはハウスの戸締まりを徹底し、ハウス内への吹き込みを防止する。 

⑥ フルオープンハウス等でビニールを天パイプ部分に巻き上げ収納する際には、冬

季の強風でもビニールが広がらないよう確実に結束する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆがんでいる部分 

雨どい付きのハウスでは、ビニールを撤去してあっても雨どい部分に積雪し倒壊する危険がある 

天パイプ部分に巻き上げ収納したビニールが緩み、雪が積もって倒壊した事例 
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【参考】生産者が自分でできる補強資材等によるパイプハウスの構造強化対策 

(一社)日本施設園芸協会「平成 26 年 2 月の大雪被害における施設園芸の被害要因と対策指針」より 

 

〈筋かいによる補強〉 

 

筋かい直管は、各アーチパイプと部品等で固

定し、下端部は必ず地面に 30cm 以上埋め込む

こと。 

 

 

 

〈タイバー（陸ばり）による補強〉      〈斜材によるＸ型の補強〉 

 

 

〈中柱による補強〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支柱間隔３ｍ 

支柱の根元は、沈み込ま

ないように､ブロック等

を置くと良い 

中柱 



4 

 

 (2)降雪中・後の被害防止対策 

① 暖房施設がある場合は、融雪を促すため、比較

的温度が高い日中から暖房機を運転し、夜間の

施設内温度を４℃以上に保つよう管理し、ハウ

ス上への積雪を防ぐ。 

② 暖房施設がない場合や暖房しても滑落しない

場合は、手作業で強制的に滑落させ、天井に

雪を乗せたままにしない。（連棟ハウスでは、

谷間のビニールを開け、ハウス内に落とす） 

③ 急激な降雪により積雪が１ｍを超えるような

緊急時には、ビニールを切ってハウスの倒壊

を防止する。その際は、下敷きにならないよ

うに細心の注意をして作業を行い、ビニール

切断は左右対称に行っていく。なお、園芸施

設共済に加入している場合は、切断前に農業

共済組合に確認する。 

④ ハウスの側壁に滑落した雪が積もった場合は

早期に除雪するか、降雪初期からの散水によ

り融雪を促す。ハウスとハウスの間の雪が、

ハウスの肩（桁行直管）の高さを超えると倒

壊の危険が急激に増す。 

⑤ ビニールを外したハウスでもパイプ接続部分

に大量の雪が積もると倒壊の恐れがあるので、

雪を落とすようにする。 

 

 

２ 果樹棚等 

 (1)降雪前の対策 

① 防鳥ネットは必ず撤去しておく。 

② 果樹棚は支柱や棚のゆるみやゆがみを確認し、必要に応じ補強する。特に、吊り

棚は雪害に弱いので、必ず支柱を設置する。 

(2)降雪中の対策 

① 急激な降雪の場合は、ナシ、ブドウ等は棚上の積雪状況に注意し、必要に応じて

早急に雪降ろしを実施する。 

② 果樹棚が完全に埋没して倒壊の恐れがある場合は、周囲線を掘り起こし、周囲柱

の外側の積雪を踏み込み、幹線または小張線を切断し、枝を雪面上に引き上げる

ことによって果樹棚の倒壊を防ぐ。

 

ハウスビニール切断 

 

連棟ハウスは特に雪に弱い 

 

ハウス間の除雪 
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Ⅲ パイプハウスの積雪対策のポイント 
 

１ パイプハウスの基礎知識 
 

石川県のパイプハウスは地中押し込み式のパイプハウスで、用いられる鋼管は直径２

２．２ｍｍから２５．４ｍｍ程度のものを約４０ｃｍ間隔で地中に差し込むのが一般的

である。間口は５．４ｍ～６ｍ、棟高が約３ｍ、軒高が１．６ｍから１．７ｍで頂部は

アーチ形というものである。 

 

 

パイプハウスの各部の名称 

 

 
 

（参考資料：施設園芸・植物工場ハンドブック２０１５） 

 

パイプの太さ 

・パイプは直径が太く、厚みが増すほど強度が増す。 

・パイプ外径２５．４ｍｍの耐雪強度を１００％とすると、２２．２ｍｍは７５％、１

９．１ｍｍは５４％の強度しかない一方で、３１．８ｍｍは２０７％の強度があるこ

とになる。 

 

表．パイプハウスのパイプ径と強度の関係 
寸法（ｍｍ） 重量 断面積 断面係数 同左比 

外径 厚さ kg/m cm2 cm3 % 

19.1 1.2 0.530 0.675 0.284 54 

22.2 1.2 0.621 0.792 0.394 75 

25.4 1.2 0.716 0.912 0.527 100 

31.8 1.6 1.190 1.518 1.090 207 

※強度を断面係数で示す。断面係数は曲げ抵抗強度に比例し、数値が大きいほど強い。 

（日本施設園芸協会（1999）地中押し込み式パイプハウス安全構造指針（抜粋）） 

 

筋かい 
軒
高 
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２ 石川県の雪害 
 

平成３０年１月～２月の大雪により、石川県全域において、パイプハウスがかつてない

規模で倒壊などの甚大な被害を受けた。 

 

表．石川県内の最大積雪深とハウス被害棟数 

 

 

 

 

 

 

平年値：1981年から 2010 年の 30 年平均値 

 

 

また、近年石川県では、台風・暴風雪による被害も相次いでいる。 

 

表．石川県内の最大瞬間風速とハウス被害棟数 

 

 

 

 金沢市 輪島市 ハウス被害棟数 

平成３０年１月 62cm 49cm 138 棟 

（１月の平年値） （39cm） （25cm）  

平成３０年２月 87cm 32cm 2083 棟 

（２月の平年値） （30cm） （25ｃｍ）  

  金沢市 輪島市 ハウス被害棟数 

平成２８年１０月 台風１８号 43.4m/s 25.7m/s 76 棟 

平成２９年１０月 台風２１号 36.0m/s 38.4m/s 282 棟 

平成３０年 １月 暴風雪 28.3m/s 24.4m/s 33 棟 

平成３０年 ９月 台風２１号 44.3m/s 37.1m/s 409 棟 
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３ 所有するパイプハウスが耐えられる積雪深の目安を知る 
 

・パイプ径２２．２～２５．４ｍｍで補強を行わなければ、積雪強度（最大積雪深）は 

１３～２２ｃｍ程度。 

・間口、軒高、ピッチが同じ形式のパイプハウスで、パイプ径を１ランク太い規格に変更

することで、耐雪強度は約１．７～２．８倍向上する。（耐風強度は約１．２倍向上） 

 

表．パイプ径の違いによる耐雪強度の違い（間口５．４ｍの場合） 

※軒高１．７ｍ、アーチピッチ４０ｃｍ 

 

表．パイプ径の違いによる耐雪強度の違い（間口６．０ｍの場合）  

※軒高１．７ｍ、アーチピッチ４０ｃｍ 

 

（注記） 

・耐雪強度の数値は間口が広くなると若干低くなります。 

・アーチピッチは４０ｃｍを基準にしています。４０ｃｍより狭い場合は耐雪強度が増し、

広い場合は耐雪強度が低下します。 

・ここではハウスが耐えることのできる積雪深の最大値のことを“耐雪強度”と呼ぶこと

とします。ただし、ここでいう耐雪強度は、地上の積雪深ではなく、ハウスの屋根面に

積もる雪の深さを指します。天気予報や気象情報などで「積雪○ｃｍ」という場合は、

地上の積雪深を指すため、耐雪強度でいう積雪深とは異なります。 

・ここではハウスが耐えることのできる風速の最大値のことを“耐風強度”と呼ぶことと

します。ただし、自然の風は一定の強さでは吹かないため、ここでいう耐風強度は風速

の平均値ではなく瞬間値、すなわち“最大瞬間風速”で評価します。天気予報や気象情

報などで「風速○ｍ」という場合、１０分間の平均風速を指します。一般的に、瞬間風

速は平均風速の１．５から２倍近い値になります。 

  
パイプ 

φ22.2×1.2mm 

パイプ 

φ25.4×1.2mm 

パイプ材質 
高強度鋼管 

（引張強度５９０Ｎ／ｍｍ２） 

間口 ５．４ｍ 

耐雪強度（最大積雪深） 13cm（13kg/㎡） 22cm（22kg/㎡） 

耐風強度（最大瞬間風速） 34m/s 42m/s 

  
パイプ 

φ25.4×1.2mm 

パイプ 

φ31.8×1.6mm 

パイプ材質 
高強度鋼管 

（引張強度５９０Ｎ／ｍｍ２） 

間口 ６．０ｍ 

耐雪強度（最大積雪深） 18cm（18kg/㎡） 50cm（50kg/㎡） 

耐風強度（最大瞬間風速） 42 m/s 50 m/s 
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４ 積雪による被害パターン 
 

ハウスの耐雪強度を上回る積雪があった場合、雪の重みに耐えられず、屋根が陥没する

などの被害が主にみられる。 

 

 

 
 

 

（参考資料：園芸ハウス台風対策マニュアル（京都府、Ｈ３１．３）） 
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５ パイプハウスの補強を行う 
 

（１）太めのパイプに交換 

パイプの径は、太いほど強度が向上するが、すべて太いパイプに替えると費用がかさむ

ため、数本に１本の交換の方が、低コストで一定の強度の向上につながる方法として、取

り組みやすい。 

 

表．パイプを交換した場合の強度の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
パイプ 

φ22.2×1.2mm 

パイプ 

φ25.4×1.2mm 

パイプ材質 
高強度鋼管 

（引張強度５９０Ｎ／ｍｍ２） 

間口 ５．４ｍ ６．０ｍ 

耐雪強度（最大積雪深） 13cm（13kg/㎡） 18cm（18kg/㎡） 

耐風強度（最大瞬間風速） 34m/s 42 m/s 

アーチパイプの交換 

７スパン毎に 

パイプ径を 

３１．８mm に変更 

10 スパン毎に 

パイプ径を 

３１．８mm に変更 

母屋パイプの交換 
棟・肩（３本）のパイプ径を 

３１．８mm に変更 

棟（１本）のパイプ径を 

３１．８mm に変更 

耐雪強度（最大積雪深） 
２４ｃｍ（24kg/㎡） 

（強度１．９倍） 

２2ｃｍ（22kg/㎡） 

（強度１．４倍） 

耐風強度（最大瞬間風速） 
４７ｍ／ｓ 

（強度１．２倍） 

４７ｍ／ｓ 

（強度１．１倍） 
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（２）生産者ができる簡易な補強 

 
※１ 1棟当たりのコスト（資材費のみ）は、間口６ｍ×２０ｍ、２５φパイプでの

概算から２００㎡に換算して算出 

 

（参考資料：園芸ハウス台風対策マニュアル（京都府、Ｈ３１．３）） 

 

 

 

→補強方法の詳細は、以下のページを参照 

ｐ３ 【参考】生産者が自分でできる補強資材等によるパイプハウ

スの構造強化対策 
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６ パイプハウスを新設する場合の費用 
 

表．石川県で流通するパイプハウスの仕様とその参考価格（資材費のみ） 

パイプ
φ22.2×1.2mm

パイプ
φ25.4×1.2mm

パイプ
φ25.4×1.2mm

パイプ
（基本）φ22.2×1.2mm
（一部）φ31.8×1.6mm

パイプ
（基本）φ25.4×1.2mm
（一部）φ31.8×1.6mm

パイプ
φ31.8×1.6mm

6.0m 5.4m

3.4m 3.1m

アーチパイプ
7スパン毎にパイプ径

31.8mm
10スパン毎にパイプ径

31.8mm
-

母屋パイプ
棟・肩（3本）のパイプ径

31.8mm
棟（1本）のパイプ径

31.8mm
-

13cm (13㎏/㎡) 22cm (22㎏/㎡) 18cm (18㎏/㎡) 24cm (24㎏/㎡) 22cm (22㎏/㎡) 50cm (50㎏/㎡)

34m/s 42m/s 42m/s 47m/s 47m/s 50m/s

-

80万円 91万円 95万円 98万円 131万円 156万円

奥行 40m

6.0m

3.4m

妻面の補強※1、筋かい

5.4m

3.1m

1.6m～1.7m

40cm

-

-

参考価格(税込)

＋

- タイバー（陸ばり）、側面の補強※2

パイプ材質

間口

棟高

軒高

アーチピッチ　

耐雪強度

耐風強度

簡易補強

パイプ
補強

高強度鋼管（引張強度590N／mm2）

 
※１ 妻面の補強：妻面から奥行方向への力に対し、妻面が押されて倒伏するのを防ぐため方杖を設置。（p12写真１） 

※２ 側面の補強：強風による横からの圧力が１か所にかからないように、パイプハウスの肩部分に直管を設置。さらに側面に傾きにくいように

２ｍにカットした直管を３ｍ間隔で打ち込んで固定。（p12 写真２）
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【パイプハウスの簡易補強補足説明】 

 

（１）妻面の補強（ｐ１１ ※１の補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）側面の補強（ｐ１１ ※２の補足） 

 

 

写真１ 妻面の補強 

 

方杖 

 

写真２ 側面の補強 

 

２ｍにカットしたパイプ径４８．６ｍ

ｍの直管を３ｍ間隔で地中に打ち込

んで固定 

 

パイプ径４８．６ｍｍの直管をアーチパ

イプ肩部に奥行方向へ取り付け 

３ｍ間隔 

妻面から母屋パイプに方杖を追加して

補強。妻面から奥行方向にかかる力に

強くなる。 

 

 

側面にパイプ径４８．６ｍｍの直管を

追加して補強。側面からの力に強くな

る。 
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Ⅳ 農家の事例紹介 ～成功事例から学ぶ～ 
 

平成３０年１月～２月の大雪時に被害を免れた事例 

 
＜パイプの補強で大雪に耐える＞ 

【対策の事例】 

・ハウスのアーチパイプ（一部）、天、肩パイプなどを 32mm パイプで補強 

・側面は 2m おきに 48mmパイプで補強 

 

                      
                     

                        

                         

                        

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単管による補強で倒壊を防ぐ＞ 

【対策の事例】 

・筋交いは地域でも一般的な配置で、特別倒伏に強い構造ではない。 

・陸ばり（1.8m 間隔で設置、写真右）は水平のパイプが下方向にた

れない程度に、天から番線でつないでいるだけで積雪への補強とし

ては弱い 

 ・腰部までの高さの単管（50mm 径）を 2m間隔で設置（写真下） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（生産者の声） 

・途中かん水チューブで融雪を試みたが、ハウスの間だけではダメ（ハウスの両側を均等に溶かす）

だと忠告され、やめた。来年以降はハウスの両側にかん水チューブを設置し、融雪する予定。 

・雪が降る時期はハウスを閉め切ることが大切。 

＜補強されたハウス＞ 

①アーチパイプの 15 本に 1 本が 32mm 

②天、肩のパイプが 32mm 

③25mm パイプで筋交い 

④32mm パイプで陸ばり（2.4m 間隔） 

⑤2m おきに側面を支える 48mm パイプ 

③ 
① ② 

⑤ 

④ 

 ・トラクターの耕起作業において、ハウスサイドぎりぎりまで耕起す

るには、肩部までの高さの単管は邪魔 

  ※ 肩部までの単管を使用するとどうしても斜めになる。 

  

 

（まとめ） 

・倒壊した他のパイプハウスと異なるのは単管の設置のみ。単管以外同じ構造で融雪・除雪せず倒

壊したハウスが近接していることから、単管が効いていると思われる。  

※近接ハウスは真上からではなく、横方向に倒壊。 
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＜「川には雪が積もらない」をヒントに融雪プールを設置＞ 

【対策の事例】 

・ハウスサイドにマルチ用資材でプールを作成（水は流れる状態）。 

※ハウス間隔１.0ｍなら 150cm 幅のマルチ 

    ハウス間隔 1.2m なら 180cm 幅のマルチ 

・水量が少なくても融雪効果がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ハウス内の室温を５℃に保ち滑落を促す＞ 

【対策の事例】 

・いちごの高設ベンチ上に保温用の温湯を流すパイプを

設置。 

・降雪時は保温用パイプに 26℃の水を 24 時間循環し

ていたため、ハウス内の温度が夜間でも５℃は確保さ

れ、ビニール上に降った雪はすべて滑落。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生産者の声） 

・昔はハウスの間に融雪パイプを２本入れていたが、それでは水が足りなくなることがあった

ので、河川に雪が積もらないことからヒントを得て、ハウスサイドにマルチでプールを作る

ようになった。これにより、融雪パイプ１本でも融雪が間に合うようになった。 

・融雪パイプの水は、冬季は出しっ放しにしている。融雪パイプの位置は人により様々。プー

ルに水が溜まれば問題ない。 

・当地区ではハウスの間隔を 1.2m 以上空け、サイドに融雪装置の他、プールを設けることを

推奨している。今回の雪で２戸が倒壊の被害にあったが、いずれもプールを設けていなかっ

たハウス。 

（生産者の声） 

・ハウスはいちごの株の保温のために、ごくわずかな加温のみ行っていたが、それだけでも雪が滑り落

ち屋根に雪が積もらなかった。 

・ハウス間の幅があったこと、周辺道路が通学路で除雪されるためハウスの除雪作業は速やかに取り掛 

かれた。しかし、ハウス間を人力で除雪するのが大変だった（8 名

で 7 時間程度）ため、今後は融雪パイプの設置などを考えたい。 

・ビニールを天井まで巻き上げてあった既存のハウスは、ビニー

ルの巻き上げ方の上手下手で倒壊するかしないかが別れてしま

った。 



15 

 

 

 

＜ビニールを切断、倒壊回避のポイント＞ 

【対策の事例】 

・ハウスの上に 50cm 雪が積もり、陸ばりを吊っているフックから陸ばりパイプが外れ始

めるくらいに天井が沈んだタイミングでビニールを切断。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生産者の声） 

・1 棟おきにサイドの巻き上げを上げておき、ハウス間に溜まった雪をハウス内に逃がしていたが、次の

日には一気にハウスの上に積雪があったため、サイドを開けておいたハウス（雪が落ちにくい）から順

に、ビニールを切った。 

・ビニールはイボ竹の先に鎌を紐で結び（さらにその上からガムテープで動かないように固定）ハウス内

からビニールを切った。ハウスバンドが１スパンおきに張られているので、ハウスバンドのないカ所か

ら、パイプに添うように鎌を入れ、コの字に切り、雪をハウス内に落としていった。 

ビニールは雪が落としやすいよう、 

コの字に切る 

棒の先にガムテープで固定した鎌で 

ビニールを切る 
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（トピックス）ベテラン農業者の知恵に学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビニール切断の考え方 

Ａ氏（金沢市）の考え方 

 

（１）切断のタイミング 

・切断のタイミングはハウスの天を見て、空が見えるかどうか。空が見えていれば、ま

だ積雪できる余裕がある。見えていなければ地面と垂直に雪の重力がかかり、ハウス

が上から押し潰される。 

 ・次に考えるのは、雪の重さの左右のバラン 

ス。片方にだけ重力がかかると横にハウス 

が倒れる。（実際に倒壊したハウスの大半が 

横に倒れている） 

   ※ 特に道路と平行に隣接するハウスは、 

道路側の方が雪滑りするスペースが多く、 

左右のバランスが崩れやすいため注意除雪・融雪する際も両側の積雪の高さを

考慮しながら行う。 

（２）切断時の注意点 

 ・ビニールの切断は天と肩部の中腹ぐらいから切ったが、できれば天から切った方が良

い（作業を急いでおり、また番線が邪魔だったため、手の届く範囲をカット） 

 ・また、左右のバランスを考慮し、２人で同時に切り進めた。 

 ・切り方も今回は直線的に切ったが、Ｔ字型に切った方が雪は落ちやすい。 

実際に直線で切っても落ちなかったため、竹でつついた。 

 

 

 

 

 

 

 

青い部分：雪 

道路

倒壊方向 

←アーチパイプ

↑肩部のパイプ

Ｂ氏（白山市）の考え方 

 

（１）切断のタイミング 

・ハウス周りの積雪が肩まで達し、なお大雪が降りそうな場合は迷わずにビニールを切

る。 

（２）切断時の注意点 

・ビニールを切る時は、雪の多いところから順番に縦に切れ目を一筋入れ、屋根の上に

積もった雪をかき落とす。このとき天から肩までしっかり切る。昔、天だけ残して肩

の雪を落としたら、その後の降雪で天に残ったビニールに雪が積もり、ハウスを倒壊

させた。 

（３）その他 

・雪が降る季節は、ハウスを開放すると雪が落ちなくなるので、しっかり閉めること、

雪が降った時は、必ずハウスまで行って状況確認をすることが大切。 

・共済には入らないと、いざという時に思い切れないからダメ。 
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雪害に対する考え方（Ｃ氏（金沢市）） 

 

(1) ハウスを数棟（複数）建てる場合は、ハウスの両サイドは十分に間隔をあけ、

並べて建てる場合は、必ず間口幅以上をあける。 

(2) パイプの結合 

棟部の接合方法については、はめ込み式（スエージング）と外ジョイント式が

あるが、はめ込み式は棟部が扁平になり、外ジョイント式より上部からの重み

に対しては強度が低下する。 

 

 

 

 

はめ込み式         外ジョイント式 

 

(3) 雪が滑りやすくなるよう、被覆資材の屋根部の取り付け（金具や止め付け）に

注意し、屋根の防風ネットなどは降雪前に取り除く。 

(4) パイプハウスの場合、降雪時にモウソウ竹やタルキを３～４ｍおきに立て補強

する。建築用のサポーターは、長さの調節ができて便利である。その際は、土

へのめり込みや、風による倒伏を防ぐ。 

(5) 水が豊富にある場合は、融雪を行う。融雪パイプは、ノズル式でハウスの腰部

に取り付けること。ハウスサイド（犬走り）で行う場合は、ビニールなどを敷

いて行う（ガラス室の場合は考える）。 

(6) 機械で除雪を行う場合は、トラクタ（１８馬力以上）にスノウラッセルを取り

付けてサイドの雪を吹き飛ばす（３間（５．４ｍ）間口の頭越しに吹き飛ばす

能力あり。） 

(7) 施設内の温度を高めて融雪は効果があるが、経費がかかる。 

(8) ハウスの長さは長くて５０ｍくらいが適当（その他の管理にも影響）。 

(9) 出来るだけハウスサイドに出入り口は取り付けないこと。 

(10) ガラス室の場合、サイドに落ちた雪で圧力がかかり、ガラスを破るおそれがあ

るため、出来るだけ基礎を高くする。また、通常仕様に比べガラスの合わせ目

を多くし、積雪によるずれを防止する。 

(11) ハウスのサイド、ハウス間の雪は速やかに除去する（サイドに圧力がかかり押

しつぶされるため） 

(12) 連棟ハウスは、十分な融雪対策がない限り、冬季は屋根のビニールを除去する。 

     除去時期 

① １１月２０日・・・・安全 

② １２月 １日・・・・安心 

③ １２月１０日・・・・心配 

④ それ以後  ・・・・危険 

(13) 最後に、十分強度を持ったハウスの構造にすることは言うまでもない 



18 

 

Ⅴ 気象災害に対する備え 

１ 保険等への加入 
 気象災害に対する備えとして、被害防止対策に加え、公的な保険である農業共済制

度や、平成３１年１月から新たに制度運用がはじまった収入保険制度、民間保険会社

の補償制度など保険等への加入により、経営の安定化を図ることが重要である。 

 

［公的保険の概要］                         （H30.10現在） 

区分 農業共済制度(ａ) 
 

収入保険制度（ｃ） 
園芸施設共済（ｂ） 

補償 

対象 
自然災害による収量の減少 

自然災害による

ハウスの損壊 

自然災害による収量の減少 

市況変動による価格の低下 

補償 

品目 

農作物(水稲､麦) 

畑作物(大豆) 

果樹(りんご､ぶどう､なし､

かき､くり)  

ガラス室、ビニ

ールハウス等 
原則として全ての農産物 

補償 

範囲 

品目ごとに設定 

 

（水稲の例） 

当年の収量が、基準収量の８割

を下回った場合に、最大で下回

った分の８分の７を補償 

３万円又は資産

評価額の２０分

の１を上回る損

害があった場合

に、最大でその

損害額の８割を

補償 

当年の収入が、過去５年の平

均収入の９割を下回った場

合に、最大で下回った分の９

割を補償 

加入 

要件 
品目ごとに加入 

所有する棟すべ

て加入 

・経営全体として加入 

・青色申告している農家 

※ 上記の補償額にはいずれも国費による助成が含まれていることから、（ａ）と（ｃ）

の重複加入は不可能。ただし、（ｂ）と（ｃ）の重複加入は可能。 

 

２ 保険等の問い合わせについて 
(1) 農業共済制度（園芸施設共済含む）、収入保険制度は以下へ問い合わせること。 

石川県農業共済組合 TEL076-239-3111 

http://www.nosai-ishikawa.or.jp/ 

 (2) その他 

民間保険会社における農業関係の補償については、制度の有無や補償内容等につ

いて、各社支社および支店、代理店等へ問い合わせること。 

     

 

 

 

 

 

http://www.nosai-ishikawa.or.jp/
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Ⅵ 降雪前のチェックリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(一社)日本施設園芸協会「平成 26 年 2 月の大雪被害における施設園芸の被害要因と対策指針」より 

情
報
収
集

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

（ハウスの耐雪強度を大きく上回る積雪が予想される場合の対応）
　最新の気象情報による積雪深がハウスの耐雪強度を大きくうわ回る場合は被
覆資材を切断除去することで施設への積雪を防ぐ。
　事前に農業共済に連絡しておかないと補償の対象にならない可能性があるた
め注意する。

雪の滑落を妨げる防風ネットや外部遮光資材等が展張されていま
せんか

被覆材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物はありませんか

谷樋や排水路、ハウスの際などの残雪やゴミは取り除きましたか

ブレースや筋かいの留め金具に緩みがないか点検しましたか

融
雪
準
備

補
強
対
策
・
雪
の
滑
落
促
進

降雪前のチェックリスト

作業の邪魔だからととってしまったブレース等は設置し直しました
か

（発電機を持っている場合）
非常用発電機を暖房機、環境制御装置に接続しましたか

最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか

暖房機の燃油残量は十分にありますか

暖房機は正常に作動するか確認しましたか

基礎部、接続部分、谷の樋・柱に腐食・サビはありませんか


